
釧 路 水 試 だ よ り

釧路港でマイワシを水★けするまき■運搬舶(昭和58年8月)

○アサリについて

○随想 :私と水産試験場-その 2-

○ケガ二の毒舌

○多脂性スカムの処理について

○兼任のご挨拶

○定年退戦のご挨拶

○転任のご挨拶

昭和 58年 12月

北海道立釧路水産試験場



●

ア

サ

リ

に

つ

ア
サ
-
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
広
範
囲
に
分
布

L
t
そ
の
生
産
量
は
'

1
九
八

1
年
に
全
国
で

1
三

万
七
千
ト
ン
で
あ
り
､
貝
類
の
中
で
は
カ
キ

(
二
四

万
ト
ン
)
'
ホ
タ
テ
ガ
イ

(
l
五
万
ト
ン
)
に
次
い

で
水
産
上
盃
要
唖
と
さ
れ
て
い
る
.

北
海
道
に
お
け
る
ア
サ
-
の
生
産
は
道
東
に
限
ら

れ
て
お
り
'
そ
の
主
な
生
産
地
は
､
野
付
湾
'
風
連

湖
'
温
横
間
'
火
散

布

･
溌
散
布
沼
'
厚

岸
湖
等
の
河
川
水
が

流
入
し
､
干
潟
が
発

運
し
て
い
る
所
で
あ

る
｡道

東

に
お
け
る
過

去
五
カ
年
の
ア
サ
-

の
生
産
土
を
､
各
漁

協
別
に
井

一
袋
に
示

し
た
｡
近
年
道
東
で

は
八

〇〇
ト
ン
前
後

と
比
較
的
安
定
し
た

生
産
を
揚
げ
て
お
り
､

野
付
､
厚
岸
両
漁
協

で
そ
の
う
ち
の
七
割

JtlJE 鵬 別アサリのA一■1 (殻付)

て
州

砥

部

富

田

恭

司

以
上
を
占

め
て
い

る
｡

こ
の
よ
う
に
ア
サ
-
は
､
道
東
に
お
い
て
ホ
タ
テ

ガ

イ

'
ホ
ッ
キ
ガ
イ
に
次
い
で
生
産
土
の
多
い
貝
類

で
あ
り
､
近
年
こ
の
排
の
耶
要
が
高
ま
り
'
価
格
が

上
昇
す
る
に
つ
れ
'
特
に
韮
要
祝
さ
れ
て
き
て
い
る
｡

1
万
'
ア
サ
リ
の
増
殖
研
究
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て

き
て
い
る
が
'
北
海
道
で
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
｡
こ
こ
で
は
.
ア
サ
リ
の
生
態
的
知

見
と
そ
の
増
殖
法
を
､
道
東
地
方
の
凋
査
楢
果
を
加

え
な
が
ら
若
干
記
し
て
み
た
い
｡

生
息
叫
所
と
耳
珠
要
因
の
関
係

7
サ
-
は
淡
水
の
注
入
す
る
内
湾
の
干
潟
や
'
波

の
静
か
な
浅
海
の
砂
泥
中
に
生
息
し
て
お
り
'
そ
の

潜
砂
深
度
は
数

C
で
あ
る
O
海
水
の
比
重
が

1
･
〇

一
八
-
一
･
〇
二
七
の
範
囲
で
は
生
存
に
異
常
が

な

く
､
淡
水
中

で
-
二
～
三
C]
は
生
き
て
い
れ
る
｡
ま

た
.
水
中
の
溶
存
酸
素
の
欠
乏
に
対
す
ろ
抵
抗
性
が

鍾
-
'

一

〇
㌦
/
g
以
上
で
異
常
な
く
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る

(相
良
､
I
九
八

1
)
｡
さ
ら
に
温

度
に
対
し
て
も
拡
抗
性
が
強
-
'
水
温
三
二

･
五
℃

で
二
四
時
間
以
上
生
存
で
き
る
L
t
マ
イ
ナ
ス
二
℃

で
三
-
四
時
間
資
済
し
て
も
艶
死
は
足
ら
な
い
(倉

f茂
､

一
九
五
七
)
｡

柵
尾

(
l
九
八
二
)
は
ア
サ
-
に
つ
い
て
､
庇
方

の
有
携
質
の
多
少
と
関
係
が
深
い
教
化
環
元
屯
位
が

1
五
〇
-
二
〇
〇
が
付
近
の
坊
所
で
生
息
数
が
多
く
'

や
や
環
元
化

し
'
有
横
物
の
比
較
的
多
い
所
を
好
む

と
報
告
し
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
少
し
泥
ぼ
く
'
硫

化
水
素
が
発
生
し
か

か
る
よ
う
な
所
に
生
息
し

て
い
る
ア
サ
リ
は
､
砂
の
多
い
所
に
生
息
す
る
も
の

に
比
較
し
て
'
殻
表
は
黒
-
'
身
人
も
良
く
'
実
味

と
云
わ
れ
て
い
る
｡

成
熟

'
産

卵

符
岸
椀
の
ア
サ
-
は
'
椎
が
簸
長
二
二
-
二
七
叫
'

梢
二
年
で
t
q
は
敷
島
三
〇
-
三
五

p
t
満
三
年
で

成
熟
す
る

(山
本
'
1
九
五
六
)
｡

北
海
道
に
お
け
る
ア
サ
リ
の
産
卵
期
は
'
野
付
湾

で
七
月
中
旬
-
八
月
下
旬
で
あ
り
'
厚
岸
柳
で
は
八

月
上
旬
-
九
月
上
､
中
旬
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(木
下
'
一
九
三
九
､
山
本
'

一
九
五
六
)
｡
し
か

し
､
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
二
五
年
以
上
も
前
の
も

の
で
あ

り
'
釧
飽
水
試
､
釧
路
東
部
地
区
水
産
相
専

所
で
は
'

一
九
八
二
年
夏
に
厚
岸
鞠
の
ア
サ
リ
の
産

卵
状
博
に
つ
い
て
'
今

一
度
調
べ
て
み
た
｡

調
査
地
点
は
'
耕
ロ
の
弁
天
島
'
湖
中
央
部
の

1

F
号
良
'
別
等
辺
年
目
伽
の
四
号
島
の
三
箇
所
で
あ

る
｡
各
諏
査
地
点
で
は
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
個
体
の
生
殖

巣
を
肉
眼
観
察
し
'
放
出
前
'
放
出
中
'
放
出
級
の

三
段
階
に
区
分
L
t
そ
の
結
果
を
第

1
図
に
示
し
た
｡



- ‥放出嗣 [:= コ ‥放出後

Eヨ :放出中

第 1回 JT岸湖のアサリの産卵状態

少
し
へ
そ
の
生
残
率
は
五

･
iハ
%
で
あ
っ
た

(熊
本

県
'

一
九
七
九
)
｡

成

長

ア
サ
リ
は
海
水
中
の
浮
遊
桂
藻
'
べ
ん
毛
藻
類
､

そ
の
他
の
有
機
物
を
食
べ
て
成
長
す
る
が
'
生
息
場

節
-こ
よ
り
成
長
に
か
な
り
の
相
違
が
み
ら
れ
る
｡

釧
拷
水
式
'
別
掲
鹿
部
地
区
水
産
指
導
所
が
､

1

九
八

1
年
に
浜
中
町

の
火
散
布
SEEと
藻
散

布
洞
で
ア
サ
-
の
成

長
に
つ
い
て
瀬
べ
t

B
e
r
ta
la
n
〓
y

の

成

長

式
を
求

め

る

島

由
良

天

骨

号

弁

4

日

こ
れ
よ
り
'

1
九
八
二
年
に
厚
岸
椀
の
ア
サ
リ
の
産

卵

は
'
糊
口
の
も
の
が
や
や
遅
れ
る
憐
向
空
不
す
も

の
の
'
七
月
下
旬
に
始
ま
り
'
八
月
下
旬
ま
で
に
終

了
し
た
･J
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
｡

浮
逝
幼
生
､
初
期
椎
貝

ア
サ
-
の
卵
の
大
き
さ
は
約

〇
･
〇
六

E
で
あ
り
'

受
椛
'
初
期
発
生
に
好
適
な
塩
分
の
下
限
は
'
雨
水

比
重
で
T

O

1
八
で
あ
る

(山
本
'
1
九
五
二
)
｡

受
精
後
ア
サ
-
は
二
～
三
週
間
の
浮
遊
生
活
を
経
て
､

●

● 歳
庄

〇
･
二

E
前
後
で
庇
生
生
活
に
入
る
.
こ

の
時
'

足
糸

を
分
泌
し
て
砂
粒
な
ど
に
付
着
す
る
｡
こ

の
足

糸
は
殻
長

1
0

仰
前
後
で
消
失
L
t
砂
に
潜
る
よ
う

に
な
る
｡

ど
の
貝
も
同
じ
で
あ
る
が
'
ア
サ
リ
も
民
生
初
朋

か
ら
数

Eiま
で
の
間
で
'
そ
の
減
耗
は
大
き
い
｡
熊

本
県
玉
名
地
区
で
は
､

一
九
七
五
年
六
月
に
､
平
均

戯
艮

1
瓜
の
椎
貝
が

1
㌦
当
り

一
六
､
二
〇
〇
個
体

出
現
し
た
｡
し
か
し
'
翌
年
八
月
に
は
平

均
頼
長
二

四

m
に
成
長
し
た
が
'

一
㌦
当
り
九
〇
〇
個
体
に
減●● 火脚 :LL=,l ｡(1; 0212(I-0444,)と

藻散布招D礁 :LL-550(1-e-0168(I-0312))

藻散祁 E樵,Lt-667日 -e-0192(ー0440))

第 2表 7サリの年齢と穀長の関係

1 2 3 4 5

0

1

8

別

37

4

80u202 301 381

6.0 136 200 254

68 173 259 330

88 2)3 344 409

火 散 布 沼

藻 散 布 沼 D礁

藻 散 布 沼 E礁

厚岸柳 (山本､1956)



●

と
な
り
､
こ
れ
よ
り
年
齢
別
に
叔
艮
を
求
め
る

と窮

二
表
の
と
お
り
で
あ
る
｡
な
お
'
こ
の
時
の
各
湘
査

地
点
に
お
け
ろ
平
均
生
息
密
度
は
'

一
㌦
当
り
火
散

布
が
四
〇
四
個
体
'
溌
散
布
沼
D
舵
が
二
'

1
四
四

個
休
'
藻
散
布
沼
E
鮎
が
七
〇
〇
個
体
で
あ
っ
た
｡

火
散
布
個
の
成
長
は
厚
岸
椀

の
成
長
と
大
差
は
な
い

が
､
藻
散
布
沼
で
は
成
長
が
憩
い
｡
特
に
D
俄
で
は

L
.i
当
り
二
､

一
四
四
個
体
と
生
息
密
度

が
非
常
に

高
い
所
で
あ
り
､
こ
の
た
め
か
成
技
は
非
常
に
態
-
'

満
七
年
に
な

っ
て
も
漁
漣
対
象
の
叙
長
四
〇

m
以
上

に
遜
し
な
い
｡
こ
の
よ
う
に
同
じ
沼
で
あ

っ
て
も
'

生
息
密
度
に
よ
っ
て
成
長
は
舛
な
る
｡

叫

柾

法

道
東
地
方

の
ア
サ
-
漁
協
で
必
要
と
き
れ
る
主
な

増
殖

方
法
を
､
以
下
簡
略
に
妃
俄
し
た
｡

移

薙

ア
サ
-
の
増
殖
の
た
め
に
､
最
も
背
通
に
行
わ
れ

て
い
る
の
が
価
苗
の
放
流
で
あ
る
｡
前
述
の
よ
う
に
'

藻
散
布
沼
D
鵬
で
は

1
TE
当
り
二
'
0
0
0
個
体
以

上
と
非
常

に
生
息
密
度
が
高
-
'
成
長
が
著
し
く
愁

い
｡
こ
の
よ
う
に
'
局
部
的
に
椎
貝
が
多
数
出
現
し

た
所
や
'成
長
が
恋
い
所
の
ア
サ
リ
を
'
他
の
生
育
場

に
移
殖
す
る
こ
と
で
t
よ
り
効
率
的
な
生
産
を
揚
げ

る
こ
と
が
で
き
る
｡

作

弗

海
水
と
湖

(潤
)
内
水
と
の
効
換
率
を
高
め
'
さ

ら
に
底
質
も
改
良
し
て
生
育
鱗
を
拡
大
す
る
｡
こ
の

場
合
'

1
般
に
帝
の
幅
は
深
さ
の

1
0
倍
程
度
が
良

い
と
さ
れ
て
い
る
｡

遠

州

十
〇

･
五

m
前
後
の
水
位
の
所
に
'
横
や
か
な
偵

斜
に
な
る
よ
う
台
地
を
造
成
す
る
｡
椎
貝
の
定
石
条

件

と
し
て
は
'
大
潮
時
の
平
均
干
出
時
間
が
四

･
五

時
間
以
下
の
所
が
好
適
と
さ
れ
て
い
る

(井
上
'

一

九
八
〇
)
0

削

士

道
州
と
は
逆
に
'
地
盤
の
高
い
所
を
削

っ
て
､
+

〇

･
五

m
前
後
の
水
位
の
所
を
拡
大
し
'
生
育
助
を

造
成
す
る
｡

L
f砂
t
t
硬

浮
泥
の
堆
積
し
た
所
に
抄
や
昧
'
あ
る
い
は
貝
殻

を
ま
い
て
底
質
を
改
善
し
'
地
盤
の
安
定
を
計
り
'

椎
貝
の
沈
着
を
助
け
る
O

耕

転

あ
ま
り
利
用
さ
れ
ず
地
盤
が
硬
-
な

っ
た
所
や
､

上
層
部
に
浮
泥
が
あ
る
所
は
､
桝
転
す
る
こ
と
に
よ

-
ヒ
層
の
泥
分
が
除
去
さ
れ
'
地
盤
も
軟
か

-
な
-
'

ア
サ
リ
の
成
長
へ
椎
貝
の
発
生
が
良
く
な
る
｡

gI

壮

士
の
う
や
石
を
+
〇

･
五

-
1
･
〇

m
に
積
み
上

げ
て
潜
堤
を
造
り
'
ま
た
適

当
な
広
さ
を
囲
み
､
漂

砂
を
抑
制
し
て
底
質
の
安
定
を
計
り
､
生
育
場
を
造

成
す
る
｡
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(
I
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八
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ア
サ
-
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増
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い
て
､

日
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(
二
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四
-
1
0

井
上

寮

二
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八
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‥
山
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県
大
両
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ア
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､
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(
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虎
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池
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九
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庁

愈
茂
英
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(松
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文
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)

二

九
五
七

)

.

ア
サ
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の
生
態
研
究
'
特
に
原
典
襲
来
に
つ
い
て
､

水

産

学
集
成

六
一
一
-
六
五
五

兼
房
大
学
出
版
会

相
良
噸

1伽
(
1
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ア
サ
-
･
ハ
マ
グ
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と
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二
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郎
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岸
湖
に
放
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に
於
け
る
受
精
弘

に
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発
生
'
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水
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l
八

(五
)

l
九
1
I
l
九

六山
本
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一
郎
･
岩
田
文
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二

九
五
六
)
‥
厚
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七
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二



随
想

私

と

水

産

試

験

場

-
そ
.の

-
.

-

釧
路
に
赴
任
し
た
の
は
昭
和
二
凹
年
五
月
だ

っ
た
が
､
発
い
た
の
は
演
と
ク
レ

オ
ソ
ー
ト
塗
り
の
共
黒
い
水
鼓
の
組
物
だ

っ
た
｡
学
生
時
代
'
大
学
の
研
究
室
に

出
入
り
し
て
い
た
私
｡
千
歳
や
札
幌
の
鮭
侭
ふ
化
磯
の
調
査
室
､
余
市
の
北
海
道

水
産
試
鼓
場
調
査
部
等
に
勤
務
し
て
い
た
私
に
は
'
研
究
所
の
馳
物
の
イ
メ
ー
ジ

と
程
遠
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
｡

昭
和
二
〇
年
七
月

1
五
日
ア
メ
リ
カ
の
空
製
で
水
試
の
根
室
支
場
は
'
焼
失
し

た
｡
土
地

を
提
供
し
､
釧
路
へ
の
誘
致
に
熱
心
だ
っ
た
釧
路
市
の
野
坂
助
役
の
語

で
は
'
最
初
､
現
在
の
太
洋
独
英
の
釧
路
出
張
所
や
釧
路
重
工
業
比
の
あ
る
知
人

町

一
丁
日
の
臨
海
地
帯
に
新
築
の

予定
で
'
国
の
予
算
に
も
計
上
さ
れ
て
い
た
の

だ
が
､
突
然
当
時
ア
メ
-
カ
占
朝
野
の
勧
告
が
あ
り
､
LJ
の
地
へ
の
新
築
は
'
御

破
芳
と
な
っ
た
｡
後
に
大
洋
漁
英
仏
'
日
本
水
産
比
の
釧
路
工
韻
の
進
出
と
な

っ
た
｡
釧
路
重
工
の
工
場
は
日
本
水
確
が
'
釧
路
か
ら
引
き
上
げ
て
後
'
地
元
資

本
で
の
進
出
で
あ
る
｡

｢
泣
-
子
と
地
頭
に
勝
て
な
い
｣
を
地
で
い
っ
た
人
'
さ

す
が
に
強
引
な
大
島
場
長
も
あ
き
ら
め
ざ
ろ
を
得
な
か
っ
た
の
は
旧
和
二
三
年
と

い
う
占
領
下
の
Ea･情
に
よ
る
｡
更
に
第
二
の
侯
補
地
を
探
し
求
め
る
郡
と
な
り
､

●

●

釧
路
水
産
試
験
場
初
代
場
長

桜

井

基

博

向
日
も
か
か

っ
た
そ
-
で
あ
る
｡
た
ま
た
ま
軌
鞘
川
の
久
姫
里
橋
の
大
川
町
側
の

た
も
と
に
､
戦
後
､
新
し
-
発
足
し
た
水
産
加
工
鶴
が
あ
り
'
之
を
S]
収
し
た
ら

と
の
話
が
も
ち
上
-
'
当
時
の
状
況
か
ら
窮
余
の

1
熊
と
し
て
こ
の
他
で
の
蝕
葉

に
酢
み
切

っ
た
の
で
あ
る
｡

大
曲
さ
ん
は
'
か
ね
て
か
ら
の
持
論
と
し
て
余
市
の
例
か
ら
場
貝
の
子
桝
運
の

教
育
'
交
通
の
牧
等
脅
勘
案
し
､
新
水
産
試
額
場
は
生
活
上
便
利
な
場
所
で
の
虹

両
地
脚
を
王
朝
し
て
い
た
の
で
根
室
市
よ
-
は
釧
路
市
と
い
う
事
に
な

っ
た
｡
こ

の
水
権
加
工
功
は
臼
に
売
却
す
る
こ
と
で
初
め
て
黒
字
と
な

っ
た
と
笑
い
な
が
ら

許
し
て
い
た
｡

こ
の
大
川
町
や
日
向
う
の
旭
町
は
沿
岸
の
小
瓶
菜
者
が
多
数
生
活
し
て
い
Lj｡

私
個
人
の
研
究
活
動
の
受
益
者
は
'
ふ
化
助
時
代
は
サ
ケ
マ
ス
の
定
故
漁
業
者

で
あ

っ
た
O
サ
ケ
は
ふ
化
放
流
後
､
大
部
分
は
凹
年
魚
と
な

っ
て
放
流
河
川
に
偏

っ
て
く
る
が
'
そ
の
時
の
沖
合
の
回
遊
経
路
を
知
る
こ
と
に
よ

っ
て
､
当
時
新
し

く
興

っ
て
き
た
北
洋
の
沖
取
り
と
の
調
整
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
も
あ

っ
た
｡
そ
の
為
に
は
北
洋
系
統
群
と
北
海
道
定
置
群
の
的
係
を
知
る
早
退
は
'
北

一



●●

洋
で
漁
痩
さ
れ
る
サ
ケ
に
捷
表
札
を
つ
け
放
流

する
こ
と
で
あ
り
'
実
際
そ
の
作

薬
は
水
産
試
験
収
調
査
部
が
担
当
し
て
い
た
が
'
そ
の
結
果
は
我
々
に
は
知
ら
さ

れ
な
か
っ
た
｡
只
'
噂
の
中
で
オ
コ
ッ
ク
側
の
定
置
網
に
入

っ
た
と
か
､
太
平
洋

側
で
と
れ
た
と
か
が
伝

っ
て
き
て
い
た
が
'
北
海
道
庁
の
水
産
課
で
は
こ
の
事
実

に
3(
口
令
を
し
き
北
洋
漁
玉
関
係
の
会
杜
と
北
海
道
サ
ケ
マ
ス
定
位
霊
界
と
の
輝

娘

を

さ
け
る
た
め
の
措
忠
だ

っ
た
ら
し
い
｡
ふ
化
韻

(場
長
は
勿
論
知

っ
て
い
た

ら
し
い
)
の
研
究
者
は
'
何
等
か
の
方
法
で
括
St
を
出
し
'
定
位
漁
実
に
発
表
す

る
琴
が

1
つ
の
使
命
と
考
え
て
い
た
の
で
'
水
産
試
農
場
の
担
当
者
は
大
手
水
荏

会
杜
の
た
め
に
あ
ろ
の
か
と
H
志
満
々
だ

っ
た
｡

昭
和

二
二
年
の
ニ
シ
ン
漁
は
'
僅
か
に

一
万
三
千
ト
ン
'
北
海
道
末
曽
有
の
大

不
漁
で
'
ニ
シ
ン
人
工
ふ
化
放
流
が
話
雌
と
な
り
'
摩
砕
湾
で
､
長
年
に
亘
っ
て

人
工
ふ
化
放
流
を
実
蕪
し
て
い
た
水
産
筑
紫
場
の
史
料
か
ら
'
昭
和

一
四
年

｢
春

ニ
シ
ン
人
工
ふ
化
放
流
弔
玉
｣
の
下
界
が
通
り
'
水
産
試
験
場
が
実
施
本
部
と
な

っ
た
｡

私
は
ふ
化
放
流
の
耗
願
を
か
わ
れ
'
調
査
部
勤
務
と
な
り
'
ニ
シ
ン
調
査
と
人

工
ふ
化
に
陶
係
を
持
つ
串
と
な
り
､
増
毛
'
留
萌
'
利
尻
'
礼
文
'
枝
幸
等
で
人

工
ふ
化
放
流
と
翌
年
の
漁
況
予
測
に

必要
な
i
I
料
収
熊
の
た
め
駐
在
す
る
｡
こ
れ

等
の
地
方
に
は

｢
ニ
シ
ン
粒
界
会
｣
と
い
う
定
置
菜
者
の
団
体
の
弔
番
所
が
あ
り
'

早
朝
か
ら
の
仕
野
の
た
め
､
こ
の
郡
番
所
と
密
接
な
連
絡
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い

し
､
時
に
は
こ
こ
に
宿
泊
し
夜
明
け
を
待
つ
こ
と
も
あ
る
｡

1
年
を
二
ケ
月
で
暮

ら
す
定
正
漁
薬

者
と
語
り
合

っ
た
り
､
独
糞
を
理
解
す
る
上
で
参
考
に
な
り
'
私

自
身
の
水
産
讃
界
に
於
け
る

l
つ
の
足
掛
り
と
な

っ
L
J｡
し
か
し
今
か
ら
考
え
る

と
私
の
関
係
し
て
い
た
サ
ケ
定
社
芸
者
･･J,
ニ
シ
ン
定
石
藁
者
も
沿
岸
漁
菜
の
中
で

t

は
エ
-
ー
ト
と
百
わ
れ
る

人選
で
'
漁
民
の
生
活
は
こ
の
人
適
を
血
じ
て
の
理
解

で
'
私
に
と

っ
て
は
あ
や
ま

っ
た
理
解
だ

っ
L
J
の
か
も
知
れ
な
い
｡
釧
路
の
か
任

者
と
し
て
赴
任
し
た
凱
緒
支
鵜
は
川
向
う
も
'
上
流
も
F
流
に
も
色
々
な
漁
某
者

が
色
々
な
生
活
し
て
い
て
私
の
眼
に
は
新
し
い
も
の
と
し
て
映

っ
て
い
た
｡
当
時

の
釧
韓
の
漁
菜
は
機
船
庶
曳
漁
裳
が
エ
-
1
ト
で
'
そ
の
他
タ
ラ
'
メ
ヌ
キ
の
延

縄
'
サ
ケ
マ
ス
の
延
抱
'
流
網
､
ニ
シ
ン
'
サ
ケ
マ
ス
の
定
位
漁
菜
'
ニ
シ
ン
虎

綱
'
カ
レ
イ
刺
網
'
ホ
ッ
キ
曳
き
､
コ
ン
プ
採
取
等
で
あ
っ
L
J｡
シ
シ
ャ
モ
は
症

卵
期
近
く
の
も
の
を
地
曳
網
で
漁
鎖
し
た
L
t
厚
岸
の
カ
キ
､
オ
.コ
ノ
リ
が
特
殊

な
漁
藁
の
他
'
釧
路
､
根
室
C
=円
の
肋
錘
前
に
は
多
罪
は
あ
る
が
魚
種
は
似
た
り

よ
っ
た
り
で
あ
る
｡
私
は
始
め
て
経
験
す
る
沿
岸
小
瓶
菜
者
と
そ
の
生
活
の
為
に

研
究
者
と
漁
文
名
の
パ
イ
プ
役
た
ら
ん
と
決
心
し
た
｡

そ
れ
は
海
中
に
は
貯
金
が
あ
る
と
言

っ
て
'
極
め
て
楽
天
的
で
態
人
は
い
な
い

の
で
面
ぐ
仲
好
L
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
漁
に
対
し
て
の
柵
談
や
臼
侵
詔
も
好

意
的
に
聞
い
て
や
っ
た
｡
網
の
仕
立
､
延
鈍
の
作
り
方
は
今
と
過

っ
て
'
漁
粟
者

自
休
の
手
作
り
だ
し
沖
で
の
私
共
さ
ば
き
の
潔
も
'
永
年
体
で
覚
え
'
身
に
つ
け

た
技
術
と
知
識
だ
け
に
面
白
-
つ

き
合
え
L
J｡

水
産
試
験
場
の
梢
円
に
は
多
-
の
漁
船
が
係
伸
さ
れ
て
い
た
｡
六
月
の
始
め
午

後
三
時
頃

r
斉
に
沖
合
を
目
差
し
て
出
港
L
t
ひ
と
晩
流
し
､
働
網
後
帰
港
す
る
｡

サ
ケ
マ
ス
流
網
漁
薬
で
あ
る
｡
現
在
と
兜
な
り
当
時
は
小
規
模
の
漁
船
が
多
-
､
三
､

四
ト
ン
が
普
通
で
'
昭
和
二
四
年
'
二
五
年
頃
の
サ
ケ

･
マ
ス
は
､
横
船
底
曳
漁

芸
者
で
も
休
漁
収
に
俊
秀
な
乗
組
員
を
つ
な
ぐ
た
め
の
犠
牲
的
出
漁
へ
鮭
特

(
ケ

イ
ソ
ン
)
漁
業
を
も
じ
っ
て
欠
択

(
ケ
ッ
ソ
ン
)
漁
兼
と
臼
噺
し
て
い
た
程
度
の

も
の
だ

っ
た
｡



釧
路
市
発
行

｢
釧
路
市
の
水
産
｣
の
釧
緒
市
水
産
藁
の
沿
革
中
'
昭
和
二
六
年

の
頃
に
サ
ケ

･
マ
ス
流
し
網
漁
業
が
盛
況
を
み
せ
る
と
あ
る
｡
新
設
水
産
試
験
場

の
指
導
が
効
果
的
と
な

っ
て
現
れ
た
結
果
と
今
で
も
自
負
し
て
い
ろ
｡

余
市
の
水
産
試
験
場
調
査
部
に
は
昭
和
五
年
以
来
の
北
洋
海
域
の
詣
査
報
告
､

中
部
千
島
沖
で
の
海
洋
調
査
報
告
'
根
室
近
海
沖
合
の
湘
盃
の
生
の
更
科
が
あ
っ

て
'
こ
れ
事
を
つ
な
ぎ
合
せ
る
と
釧
籍
沖
の
百

マ
イ
ル
を
通
過
す
る
あ
る
サ
ケ
の

系
統
群
が
あ
る
と
想
像
さ
れ
た
し
､
ま
た
試
壊
船
白
鴎
丸
'
北
大
水
産
学
部
の
練

習
船

｢
お
し
よ
ろ
九
｣
'
北
星
丸
の
f
l資
料
が
人
手
で
き
'
之
を
解
析
す
る
と
沿

岸
に
ひ
し
め
き
あ
う
よ
り
広
い
海
域
で
新
し
い
サ
ケ
安
蘇
が
待

っ
て
い
る
と
出
漁

を
う
な
が
し
た
が
'
未
だ
そ
の
時
朋
で
は
な
-
､
桜
井
の
ホ
ラ
吹

きと
考
え
ら
れ

て
い
た
ら
し
い
｡

昭
和
二
五
年
五
月
未
､
北
大
水
産
学
部
の

｢
お
し
よ
ろ
九
｣
の
藤
井
船
長
が
沖

合
の
海
況

･
漁
況
の
報
告
に
来
場
さ
れ
L
.折
'
釧
精
油
を
根
拠
地
と
し
て
出
漁
中

の
四
回
'
香
川
船
団
の
漁
船
が
､
十
勝
'
釧
緒
等
の
地
元
船
と
煮
合
し
'
な
か
な

か
漁
切
に
割
込
め
す
苦
労
し
て
い
る
と
笑
い
な
が
ら
講
し
て
い
た
｡

色
々
の
捷
梓
は
あ
っ
た
が
磁
終
的
に
は
住
栄
丸
船
長
金
山
庄
平
き
ん

(鬼
の
良

平
と
罪
名
が
あ
り
'
後
沖
合
で
船
と
運
命
を
共
に
し
た
)
が
'
思
い
あ
ま

っ
て
と

い
う
形
で
私
を
訪
れ
､
沖
合
操
男
の
相
談
に
預
り
'
四
国
よ
り
の
航
行

一
､
0
0

0

マ
イ
ル
の
突
板
を
持
つ
帆
船
が

1
0
%
に
満
た
な
い
距
離
の
沖
合
に
速
巡
す
る

の
は
笑
止
の
沙
汰
と
請
合

っ
た
鯨
輿
'
水
温
計
等
を
貸
与
し
水
温
の
記
帳
を
的
し
､

生
活
用
水
の
限
度
､

1
週
間
経
過
し
て
C
E
港
せ
ね
時
の
捜
索
を
旺
輸
し
て
三
堕
が

出
漁
し
て
行

っ
た
｡
三
日
後
'
大
漁
旗
を
押
立
て
.帰
港
し
た
｡
欠
旧
漁
菜
が
軽
瓜

独
英
に
様
変
り
し
沖
合
漁
菜
が
確
立
さ
れ
る
と
同
時
に
釧
柏
の
成
柴
が
認
め
ら
れ
'

●

●
後
に
日
ソ
漁
菜
交
渉
の
為
の
資
料
を
収
躯
'
解
析
の
研
究
員
が
生
れ
た
L
t
水
産

試
験
韻
は
漁
民
の
味
方
と
い
う
印
象
付
け
た
｡

戟
時
中
食
斗
増
産
に
寄
与
し
た
撫
船
底
曳
漁
英
は
特
例
を
も

っ
て
増
堕
さ
れ
た

小
型
庶
曳
漁
菜
な
ど
と
共
に
操
業
し
た
結
果
､沿
岸
底
魚
資
源
は
極
度
に
減
少
し
'

新
し
い
ぶ
利
用
漁
助
の
鵬
発
も
急
務
な
仕
巧
で
あ

っ
た
｡
昭
和
二
四
年
は
独
文
法

の
改
正
'
二
五
年
に
は
水
席
資
源
潜
渇
防
止
法
､
二
六
年
に
は
7
メ
-
カ
占
蘭

翠

(
G
H
Q
)
の
五
ポ
イ
ン
ト
政
策
が
発
表
に
な
り
､
水
産
安
蘇
法
が
制
定
さ
れ
､

釧
緒
の
庶
曳
糞
界
の
lg
S51は
新
安
蘇
胸
先
に
収
軌
め
と
い
う
弔
だ

っ
L
J｡

昭
和
二
八
年
に
漁
業
指
導
船
と
名
付
け
ら
れ
L
'光
洋
丸
が
釧
路
に
配
柄
に
な
り
'

六
月
般
初
の
仕
佃
と
し
て

｢
エ
ト
ロ
フ
島
｣
沖
合
の
深
海
独
S
の
調
査
を
始
め
た
｡

勿
論
､
海
上
保
安
部
の
巡
視
船

｢
て
ん
り
う
｣
と
当
莞
船
六
9
(と
の
火
同
湘
恋
で
色

丹
島
沖
か
ら

｢
エ
ト
ロ
フ
島
｣
沖
の
海
底
を
湘
査
L
t
収
り
ま
と
め
､
贋
の
5
億

を
知
り
'
説
明
､
当
滋
船
で
操
芙
し
た
が
､
バ
ラ
メ
ヌ
ケ
満
船
と
い
う
サ
油
せ
ざ

る
結
果
で
明
る
い
独
英
者
の
笑
顔
が
肋
に
写

っ
た
｡
漁
場
詣
査
に
は
釧
路
市
役
所

の
岩
非
技
恥
の
乗
船
を
太
平
作

へ
出
張
を
命
ず
と
の
出
張
命
令
に
市
長
の
捺
印
を

さ
せ
た
岬
も
､
面
糊
的
な
甲
で
､
研
究
員
の
少
な
い
支
助
の
悲
哀
で
も
あ
っ
た
が
'

漁
業
者
と
行
政
官
庁
と
市
役
所
そ
し
て
研
究
者
も
手
を
触
り
合
い
'
同
じ
立
場
に

立

っ
て
水
産
兵
争
考
え
る
坪
に
な

っ
た
｡



●

ケ

ガ

こ
の

話

道
外
か
ら
の
戦
光
客
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
'
カ

ニ
を
食
べ
ろ
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
｡
そ
の
カ
ニ

の
中
で
も
'
ケ

ガ
二
は
最
も
ポ
ビ

rl
ラ
ー
で
'
漁
獲

且
も
多
い
｡

カ
ニ
の
王
様
は
タ
ラ
バ
ガ
ニ
だ
と
い
わ
れ
'
英
名

も
そ
の
名
の
と
お
り

｢
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

(
キ
ン
ダ
ー

王
様
､
ク
ラ
ブ
ー
カ
ニ
)
｣
で
あ
る
が
'
タ
ラ
バ
ガ

ニ
や
ハ
ナ
サ
キ
ガ
二
は
'

｢
カ
ニ
｣
と
名
乗

っ
て
は

い
て
も
､
本
来
は
ヤ
ド
カ
-
の
仲
間
な
の
で
'
本
当

の
カ
ニ
の
王
様
は
'
ケ
ガ
こ
な
の
か
も
知
れ
な
い
｡

そ
こ
で
'
こ
の
ケ
ガ
二
に
つ
い
て
話
を
し
て
み
L
J

い
｡分

布

寒
流
系
の
カ
ニ
で
､
朝
鮮
東
岸
か
ら
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
'
ベ
ー
リ
ン
グ
海
を
建
て
'
ア
ラ
ス
カ
沿

岸
ま
で
分
布
し
て
い
る
｡
本
邦
で
は
､
北
海
道
沿
岸

は
も
ち
ろ
ん
'
日
本
海
側
で
は
島
頓
県
沖
､
太
平
洋

側
で
は
三
陸
沿
岸
沖
ま
で
分
布
し
て
い
る
｡

繋
オ

･
蛙
と
確
は
'
腰
側
を
見
れ
ば
､
簡
単
に
区

別
す
る
こ
と
が
で
き
る

(第

1図

)
｡

ケ
ガ
二
は
'
魚
類
な
ど
の
様
に
'
放
卵

･
放
梢
が

同
時
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
て
'
ま
ず
'
交
尾
を

行
う
｡

交
尾
は
､

T
度
以
上
産
卵
を
経
壊
し
た
句
が
先
に

狼
男
資
源
部

鳥

樺

第 1図 ケ ガ 二 の Jl面

伊

初
め
て
産
卵
す
る
F
が
行
う
｡
時
期
は
八
月

～
翌
年
二
月
頃
ま
で
の
闇
で
あ
る
｡

交
尾
は
ま
ず
､
こ
れ
と
決
め
た
相
手
が
み
つ
か
る

と
､
互
い
に
向
き
合
い
'
蛙
が
F
を
し
っ
か
り
と
抱

き
か
か
え
ろ
こ
と
か
ら
始
ま
る
｡
や
が
て
へ
確
が
脱

皮
す
ろ
と
､
椎
は
二
本
の
交
尾
器
を
F
の
二
つ
の
生

殖
門
に
そ
れ
ぞ
れ
捜
入
L
t
補
助
交
尾
器
が
ポ
ン
プ

の
役
目
を
し
て
'
精
液
を
送
り
込
む
｡
最
後
に
は
.

精
液
と
同
様
の
物
質
が
固
ま
っ
て
'
句
の
生
殖
門
に

蓋
を
し
て
し
ま
う
｡
そ
し
て
'
椎
は
ま
た
別
の
確
を

捜
し
に
出
掛
け
る
の
で
あ
る
｡

交
尾
し
た
時
点
で
は
'
確
の
卵
巣
は
ま
だ
小
さ
く

色
も
白
い
色
を
し
て
い
て
'
未
熟
で
あ
る
｡
そ
こ
で

叫
の
体
円
に
送
り
込
ま
れ
た
柄
液
は
'
受
柄
事
と
呼

ば
れ
る
袋
の
中
で
'
卵
娘
の
成
熟
を
持
つ
こ
と
と
な

る
｡

さて'
確
の
卵
巣
は
'
交
尾
後
ゆ
っ
く
り
と
成
熟

L
t
そ
の
大
き
さ
を
増
し
な
が
ら
'
色
も
白
色
か
ら

黄
色
'
オ
レ
ン
ジ
色
､
そ
し
て
最
後
に
は
群
か
な
澄

紅
色
と
な
る
｡
こ
の
頃
に
な
る
と
'
卵
巣
は
叫
の
体

内
を
埋
め
つ
く
す

握
大
き
く
な
り
､
産
卵
を
迎
え
る
｡

産
卵
は
､
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
交
尾
後

1
年
近
-
を
経

た
十
月
～
四
月
頃
に
行
わ
れ
る
｡

生
み
出
さ
れ
た
卵
は
､
長
い
間
待

っ
て
い
た
精
子

と
出
合
い
へ
受
楕
す
る
｡
こ
の
時
生
命
を
埋

っ
た
卵

は
'
母
親
の
腹
部
に
し
っ
か
り
と
保
護
さ
れ
て
'
発

生
を
続
け
ろ
が
､
こ
の
時
の
卵
故
は
'

1
尾
の
叫
で

平
均
三
万
-
五
万
個

も
あ
る
｡



鮮
か
な
億
紅
色
だ

っ
た
卵
は
'
や
が
て
眼
が
で
き

し
だ
い
に
黒
ず
み
'
産
卵
か
ら
更
に

l
年
以
上
も
た

っ
た
四
月
頃
ふ
化
す
る
｡
交
尾
か
ら
三
年
目
の
春
で

あ
る
｡

変
態
と
成
長

ふ
化
し
た
幼
生
は
'
親
と
は
似
て

も
似
つ
か
ぬ
姿
を
し
て
い
る

(第
二
図
)
C
ゾ
エ
ア

と
呼
ば
れ
る
幼
生
で
あ
る
｡
ゾ
エ
ア
は
五
回
の
脱
皮

を
経
て
､
メ
ガ
ロ
バ
と
呼
ば
れ
る
幼
生
に
変
態
す
る
｡

こ
の
間
､
幼
生
達
は
海
の
表
層
か
ら
中
層
で
､
三
～

四
ケ
月
の
浮
遊
生
活
を
送
る
｡
や
が
て
､
メ
ガ
ロ
バ

は
砂
泥
質
の
海
底
に
署
底
L
t
脱
皮

･
変
態
し
て
､

初
め
て
カ
ニ
の
姿
に
な
る
｡
し
か
し
､
甲
長
は
'
わ

ず
か
五

耶
程
度
で
'
う

っ
か
り
す
る
と
見
逃
が
し
て

し
ま
う
程
の
小
さ
さ
だ
｡

ケ
ガ
二
は
固
い
甲
ら
で
身
を
守

っ
て
い
る
が
'
こ

の
こ
と
が
逆
に
'
成
長
の
た
め
に
は
じ
ゃ
ま
に
な
る
｡

そ
こ
で
'
古
い
甲
ら
を
脱
ぎ
捨
て
'
そ
の
下
の
新
し

い
甲
ら
が
'
ま
だ
柔
ら
か
い
う
ら
に
膨
ら
ん
で
大
き

-
な
る
t
と
い
う
脱
皮
に
よ
っ
て
成
長
を
す
る
〇

一

回
の
脱
皮
で
'
甲
長
は
三
割
程
度
も
大
き
-
な
る
｡

こ
の
脱
皮
の
回
数
を
数
え
る
も
の
と
し
て
'
｢齢
期
｣

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
｡
初
め
て
カ
ニ
の
姿
に
な
っ

た
も
の
が

一
齢
期
で
'

一
回
脱
皮
す
る
度
に
'
噸
次

二
齢
朋
'
三
齢
期
･

と
'
齢
期
の
数
も
'

1
つ
ず

第2図 ケ ガ 二 の 幼 生

(ゾエ7とメガロバは倉田(1963).
椎ガ二は尾身(1971)より模写)

つ
増
し
て
行
-
｡
脱
皮
の
間
隔
は
'
若
齢
の
も
の
ほ

ど
短
く
'
し
だ
い
に
長
-
な

っ
て
行
-
｡

と
こ
ろ
で
､
こ
の
脱
皮
は
実
に
見
事
で
'
甲
ら
は

も
と
よ
り
'
毛
の

一
本

一
本
'
は
て
は
胃
袋
や
腸
､

鯉
ま
で
が
新
し
い
も
の
に
代

っ
て
し
ま
う
｡
し
た
が

っ
て
'
水
槽
な
ど
で
脱
皮
し
た
後
の
カ
ニ
を
見
る
と

ま
る
で
カ
ニ
が
二
匹
に
増
え
た
か
の
様
な
錯
覚
を
起

こ
し
て
し
ま
う
｡
し
か
し
'
こ
の
こ
と
は
'
我
々
の

様

な
'
カ
ニ
を
調
べ
て
い
る
者
に
と

っ
て
は
､
不
都

合
な
こ
と
で
も
あ
る
｡
と
い
う
の
は
､
古
い
も
の
は

す
べ
て
脱
ぎ
捨
て
て
し
ま
う
の
で
'
成
長
に
伴

っ
て

年
輪
を
刻
む
'
魚
で
い
え
ば
'
餅
や
耳
石
に
当
る
も

の
が
ま

っ
た
く
無
く
､
カ
ニ
の
正
確
な
年
齢
を
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
O
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

と
も
あ
れ
'
こ
う
や
っ
て
脱
皮
を
何
回
も
操
り
返

え
し
て
'
ケ
ガ
二
は
成
長
し
て
い
-
訳
で
あ
る
が
'

雄
の
場
合
'
甲
長
八

珊
以
上
に
成
長
す
る
ま
で
に
は

ふ
化
後
'
五
年
以
上
の
年
月
を
必
要
と
す
る
｡

一
尾

の
雌
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
数
万
の
卵
の
う
ら
'
･J
･J

ま
で
生
き
残
れ
る
の
は
'
わ
ず
か
に
数
尾
程
度
で

あ

る
｡ケ

ガ
こ
資
源
と
漁
業

道
東
太
平
洋
で
は
'
主
に

ケ
ガ
ニ
筒
と
周
定
式
ケ
ガ

11刺
網
に
よ

っ
て
､
ほ
ほ

通
年
へ
ど
こ
か
で
ケ
ガ
二
を
漁
獲
し
て
お
り

(第
三

図
)
'
沿
岸
漁
業
に
お
け
る
韮
要
な
漁
連
対
象
種
と

な

っ
て
い
る
｡

こ
の
韮
要
な
水
産
資
源
で
あ
る
ケ
ガ

二
は
'
他
魚

齢

に

比
ペ
､
手
厚
い
保
護
を
受
け
て
い
る
｡
ま
ず
'
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第 3回 il兼太平洋におけるケガ二漁業時期(1982年現在)

(注 根室海域は現在奔放中 )

的
に
禁
止
し
て
い
る
｡
こ

れ
ら
の
軟
甲
ガ
二
が
'
浜

値
で

一
句
当
り
五
〇
〇
円

程
度
に
し
か
な
ら
な
い
の

に
対
し
て
'
完
全

に
囲
む
し
た
堅
ガ
二
は
'
二
､
0

0
0
-
五
､
0
0
0
円
も
す
る
の
で
あ
る
か
ら
'

も

っと
もな
こ
と
で
あ
る
｡
更
に
'
釧
路
以
西
海
域
で

は
､

1
九
六

八
年
以
後
'
毎
年
許
容
漁
獲
丑
を
決
め

て
操
業
す
る
'
許
容
漁
種
量
制
が
導
入
さ
れ
'
現
在

に
至

っ
て
い
る
｡

し
か
し
'
こ
れ
ら
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
釧

路
以
西
海
域
だ
け
で
二
'
0
0
0
ト
ン
以
上
も
あ

っ

た
漁
横
丑
は
､

一
九
七
六
年
頃
か
ら
減
少
し
始
め
(辛

四
回
)
､

1
時
'
回
復
憤
向
を
示
し
た
も
の
の
'
今

f年
度
は
許
容
漁
棲
圭
が
二
〇
〇
ト
ン
と
い
う
寂
し
い

状
態
に
ま
で
落
ら
込
ん
で
し
ま
っ
た
｡
し
か
も
'
漁

獲
さ
れ
る
ケ
ガ

二
は
､
規
制
ギ
-
ギ
-
の
'
甲
良
八

～
九

･
五

e
の
も
の
が
大
部
分
で
､
以
前
は
け

っ
こ

う
樺
れ
L
J
L
O

用
以
上
-
あ
る
大
き
な
カ
ニ
は
､
今

で
は
ほ
と
ん

ど
い
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
(第
五
図
)0

先
程
も
述
べ
た
様
に
､
ケ
ガ

二
の
句
の
生
殖
周
期

は
大
変
良
-
'
椎
も
'
漁
獲
で
き
る
大
き
さ
に
な
る

ま
で
に
は
五
年
も
の
年
月
が
か
か
る
｡
し
た
が

っ
て

一
度
'
資
原
塁
が
減
少
し
て
し
ま
う
と
'
な
か
な
か

回
征
が
難
し
く
'
後
々
に
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

し
ま
う
経
で
あ
る
と
い
え
る
｡

噂
と

甲長八
仇
未
満
の
椎
は
､
髄
や
刺
網
に
か
か

っ

て
も
'
海
に
返
え
し
て
や
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ろ
｡

ま
た
'
こ
れ
ら
の
規
格
外
の
ケ

ガ
二
の
多
い
海
域
に

は
'
保
護
区
が
設
け
ら
れ
'
そ
こ
で
の
漁
獲
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
｡

一
方
'
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
た

め
に
'
釧
路
以
西
の
海
域
で
は
'
漁
獲
が
琴
不
さ
れ

て
い
る
脱
皮
直
後
の
カ
ニ
の
他
に
､
脱
皮
後
の
回
復

期
の
'
身
入
り
の
悪
い
軟
甲
ガ
二
の
漁
錘
を
'
自
主

: 輿
'66l'67'68'69'70'71'72'73'74'75'76り77'78-79'8LJ'81年度

第 4区lケガ二釧路以西群の初期書凍J(NA)と
漁排t(C)の経年変動

(日月～翌年10月を単年度としてある)

(トン)

6.000
5.000

4,(X泊

3.CK)0

2.000

1,0(刀

0

そ
こ
で
'
人
工
的
に
資
源
丑
を
増
や
し

て
や
れ
ば
t
と
考
え
る
か
も
知
れ
な
い
｡

実
際
､
本
道
で
も
､
道
南
の
鹿
部
に
あ
る

道
立
栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ
ー
や
､
厚
岸

の
日
本
栽
培
漁
業
協
会
厚
岸
車
某
場
で
は

ケ
ガ
こ
の
種
苗
生
産
に
力
を
注
い
で
い
る
｡

し
か
し
'
こ
れ
か
ら
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題

も
多
-
､
安
定
し
た
唖
苗
生

産
が
で
き
る
様
に
な
る
の
は
'
ま
だ
先
の

こ
と
の
様
で
あ
る
｡

近
年
の
様
に
へ
責
軒
状
態
が
悪
化
し
て

-
る
と
'
将
来
の
こ
と
が
気
に
な
る
も
の

で
あ
る
が
'
少
な
-
と
も
'
来
年
度
に
つ

い
て
は
'
漁
獲
対
策
と
な
る
ケ
ガ
二
の
丑

は
少
な
い
様
で
あ
る
｡

こ
の
様
に
督
い
て
-
ろ
と
､
ケ
ガ

二
の
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●

将
来
は
お
先
共
鳴
と
い
う
感
が
あ
る
が
'
明
ろ

い見

通
し
が
な
い
訳
で
も
な
い
｡

私
達
は
'
ケ
ガ
ニ
調
査
の

1
環
と
し
て
､
惟
ガ
二

の
調
査
も
行
っ
て
い
る
｡

1
九
八

t
年
の
調
査
で
は

例
年
に
比
べ
'
比
較
的
多
-
の
そ
の
年
生
れ
の
柾
ガ

二
が
採
集
さ
れ
'

1
般
漁
業
者
の
万
々
か
ら
の
情
報

も
､
そ
の
こ
と
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
も

っ

と
も
'
こ
れ
ら
が
漁
城
で
き
る
大
き
さ
に
な
る
の
は

一
九
八
六
年
で
'
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ

る
｡
そ
の
間

に
天
敵
に
媒
わ
れ
た
り
し
て
'
か
な
り
の
数
が
減
る

で
あ
ろ
う
が
'
少
し
で
も
多
く
'
噸
調
に
育

っ
て
-

れ
れ
ば

･
と
蘇
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
｡

今
年
度
は
.ケ
ガ
二
の
水
場
丑
が
少
な
い
こ

と
か
ら

鈷
柄

｢
中
｣
の
浜
値
が

一
々
当
り
七
'
0
0
0

円
も
し

た
時
が
あ
る
と
い
う
｡
1
般
市
場
に
出
れ
ば
t
f
バ
イ

l
万
円
近
い
値
が
付
-
で
あ
ろ
う
｡

l
体
誰
が
ロ
う

の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
し
ま
う
O
少
な
-
と
も
､
孜

々
庶
民
が
気
軽
に
手
を
出
せ
ろ
値
段
で
な
い
こ
と
は

儲
か
で
あ
ろ
う
｡
道
外
か
ら
の
観
光
客
ど
･J
ろ

か
､

北
海
道
に
住
ん
で
い
る
者
で
さ
え
'
ケ
ガ
二
が
ロ
に

入
ら
な
い
時
代
が
や
っ
て
き
た
｡

ケ
ガ
二
の
本
格
的
な
利
用
は
'
戦
後
の
食
料
難
の

時
代
に
'
売
る
も
の
に
困
っ
た
長
万
部
駅
の
構
内
立

売
商
が
'
海
の
じ
ゃ
ま
者
扱
い
さ
れ
て
い
た
ケ
ガ
二

を
ゆ
で
て
'
売
り
に
出
し
た
の
が
始
ま
り
だ
t
と
い

わ
れ
て
い
る
｡
そ
の
頃
と
同
じ
に
'
と
ま
で
は
言
わ

な
い
が
､
せ
め
て
､
盛
漁
期
の
冬
ぐ
ら

い
'
こ
た

つ
に
入

っ
て
'
ケ
ガ

二
を
気
軽
に
し
ゃ
ぶ
り
な
が

ら

l
家
田
無
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
時
代
に
'
早
-

戻
し
た
い
も
の
で
あ
る
｡

多
脂
性
ス
カ
ム
の
処
理
に
つ
い
て

我
国
で
は
'
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
E
I十
年
代

に
か
け
て
'
各
産
業
に
お
け
ろ
環
境
汚
染
が
'
高
度

経
済
成
長
の
ひ
ず
み
.
公
害
.
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
'
逆
目
'
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
た
｡
本
道

水
産
菜
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
､
特
に
水
産
加

工
業
で
は
'
冷
疎
す
り
み
製
造
の
過
程
で
排
出
さ
れ

る
晒
し
排
水
を
は
じ
め
'
様
々
な
加
工
輿
水
に
よ

加

工
部

野

俣

洋

る
加
工

場犀
Fg
の

水
質
汚
染

が
間
願
と
な

っ

た
｡
ま

た
'
そ
の
後
'
昭
和
四
八
年
に
起

っ
た

.
石
油
シ
ョ

ッ
ク
,
あ
る
い
は
､
昭
和
五
〇
年
以
降
あ
い
つ
い
で

行
な
わ
れ
た
諸
外
国
の
経
済
水
域
二
〇
〇
カ
イ
リ
設

定
を
契
機
に
､

｢
貿
寮
は
'
有
限
｣
と
の
考
え
が

l

椴
に
浸
透
L
L
'｡
そ
の
結
果
'
水
産
業
で
は
'
今
ま

で
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
海
上

で
の
投
棄
魚
'

f
あ
る
い
は
'
水
産
加
工
場
か
ら
出
さ
れ
る
廃
棄
物
に

つ
い
て
も
'
有
効
に
利
用
し
ょ
う
と
の
動
き
が
､
近

年
'
と
み
に
活
発
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
な
背
影
も
あ
り
'
当
水
試
加
工
部
で

は
'
昭
和
四
六
年
以
降
'
水
産
加
工
助
の
廃
水
処
理

あ
る
い
は
'
廃
棄
物
の
処
理
へ･
利
用
の
試
験
を
担
当

し
て
お
り
'
廃
水
処
理
に
つ
い
て
の
試
験
成
果
は
､

こ
の

｢
水
試
だ
よ
り
｣
に
も
何
度
か
紹
介
さ
れ
て
い

る
.
こ
こ
で
は
'
水
産
加
工
廃
棄
物
処
理
試
験
の
中

で
､
最
近
'
当
水
試
で
行

っ
て
い
る

｢多
脂
性
ス
カ

ム
の
微
生
物
処
理
｣
を
中
心
に
'
多
脂
性
ス
カ
ム
の

処
理
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
｡

水
産
加
工
場
か
ら
出
さ
れ
る
廃
棄
物
は
､
大
き
-

二
つ
に
分
け
ら
れ
る
｡

一
つ
は
'
魚
体
の
加
工
処
理

に
伴

っ
て
出
さ
れ
る
'
頭
､
内
蔵
'
骨
な
ど
の
加
工

残
故
'
そ
し
て
も
う

1
つ
は
'
魚
体
洗
浄
や
'
冷
凍

す
-
み
製
造
の
晒
し
工
程
で
出
さ
れ
る
廃
水
を
浄
化

す
る
廃
水
処
理
施
設
か
ら
分
離
･
回
収
さ
れ
る
ス

カ
ム
で
あ
る
｡
加
工
残
痕
に
つ
い
て
は
'
古
く
か
ら

魚
鞄
､
フ
ィ
ッ
シ
ュ
-
ー
ル
の
原
料
と
さ
れ
た
り
､

最
近
で
は
'
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
原
料
と
し
て
'
飼
料

･
餌
料
向
け
の
利
用
が
行
な
わ
れ
て
い
る
｡
し
か
し

ス
カ
ム
に
関
し
て
は
'
昭
和
E
]
六
年
に
水
質
汚
濁
防

止
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
'
各
水
産
加
工
場
に
廃
水

処
理
施
設
が
設
置
さ
れ
'
そ
れ
以
後
'
こ
の
廃
水
処

理
施
設
で
分
離

･
回
収
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
比
較

的
新
し
-
'
馴
染
の
薄
い
廃
棄
物
で
あ
る
｡

こ
の
ス
カ
ム
の
性
状
は
'
昏
通
'
多
少
水
を
含
ん



だ

｢
土
｣
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
そ
の
成

分
は
'
水
分
が
約
六
〇
～
八
〇
%
'
粗
た
ん
日
東
が

約

一
〇
-
三
〇
%
､

也
脂
肪
が
約

一
〇
%
'
そ
の
他

灰
分
や
､
廃
水
処
理
の
と
き
に
用
い
ら
れ
る
凝
集
剤

な
ど
の
成
分
が
含
ま
れ
る
.
こ
の
う
ら
'
た
ん
白
質

や
脂
肪
は
'
加
工
処
理
さ
れ
た

原
魚
に
由
来
す
る
も

の
で
'
廃
水
処
理
で
用
い
ら
れ
る
#
集
剤
に
配
点
す

れ
ば
'
ス
カ
ム
を
乾
換
'
粉
砕
し
て
飼
料
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
は
'
十
分
に
可
能
で
あ
る
｡
し
か
し
'

イ
ワ
シ
'

サ
バ
'
サ
ン
マ
な
ど
'
多
士
の
脂
肪
を
含

む
原
料
を
加
工
処
理
し
た
り
'
脂
肪
の
多
い
内
規
(肝

片
な
ど
)
が
流
入
す
る
こ
と
に
よ
り
'
廉
水
中
に
脂

肪
が
多
く
な

っ
た
S
合
は
'
そ
の
廃
水
処
理
施
設
か

ら
出
さ
れ
る
ス
カ
ム
の
性
状
は
'
粘
性
や
'
流
動
性

が
著
し
-
増
し
'
伺

･
肥
料
に
利
用
す
る
た
め
の
乾

埠
は
も
ち
ろ
ん
､
埋
立
て
に
よ
ろ
投
棄
も
困
難
と
な

ろ
｡こ

の
よ
う
に
脂
肪
を
多
生
に
だ
さ
込
ん
だ
ス
カ
ム

か
ら
'
脂
肪
を
分
雌
す
る
に
は
､
単
に
圧
搾
や
加
熱

な
ど
の
方
法
で
は
､
不
可
能
で
､
現
在
'
次
の
三
つ

の
方
法
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
｡

11I

蔽
々
抽
出
法

･
ス
カ
ム
‥
水

n
･
ヘ
キ
サ
ン

(有
機溶
剤
)
-
〇

五

･九

〇
･
･〇

五
の
三

成
分
系
を
形
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
'
ス
カ
ム
中

の
脂
肪
を
n
･ヘ
キ
サ
ン
に
よ
っ
て
抽
出
分
離
す
る
｡

切

開
液
抽
出
方

ス
カ
ム
を
気
流
乾
燥
横
な
ど

特
殊
な
乾
燥
横
を
用
い
て
乾
燥
し
L.後
t
n
･
ヘ
キ
サ

ン
と
エ
タ
ノ
ー
ル
の
混
合
浴
剤
を
用
い
て
'
ス
カ
ム●

● 中
の
脂
肪
を
抽
出
分
離
す
る
｡

13I

康
鮮
法

ス
カ
ム
に
微
生
物
を
繁
殖
さ
せ
､

微
生
物が
持
つ
脂
肪
を
分
解

･
利
用
す
る
刀
で
'
ス

カ
ム
中
の
脂
肪
を
減
ら
す
｡

こ
れ
ら
三
つ
の
方
法
に
は
'
そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
短

所
が
あ
る
｡

山
の
耽
々
抽
出
法
で
は
､
ス
カ
ム
か
ら
品
質
の
良

い脂肪
が
分
離

･
回
収
で
き
'
そ
の
脂
肪
は
魚
油
と

し
て
食
用
に
利
用
で
き
る
が
'
今
の
と
こ
ろ
脂
肪
の

抽
出
効
率
が
低
-
'
ま
た
へ
処
理
後
に
再
び
､
ス
カ

ム
を
脱
水
す
る
手
間
が
か
か
る
｡
仇
の
周
蔽
抽
出
法

で
は
､
脂
肪
の
抽
出
効
率
は
'
非
椛
に
優
れ
て
い
る

が
'
脂
肪
を
多
丑
に
含
む
ス
カ
ム
を
乾
燥
す
ろ
に
は

特
別
な
慈
悲
を
必
要
と
L
t
乾
燥
時
に
発
火
す
る
危

険
も
あ
る
｡
ま
た

一
度
乾
燥
さ
れ
た
ス
カ
ム
か
ら
抽

出
さ
れ
た
脂
肪
は
'
晶
質
が
恋
-
'
食
用
と
し
て
の

利
用
に
は
'
不
適
で
あ
る
｡
矧
の
鱗
解
法
で
は
'
ス

カ
ム
に
含
ま
れ
て
い
る
胸
肋

が､
微
生
物
に
利
用
さ

れ
る
の
で
'
脂
肪
と
し
て
分
離

･
回
収
し
て
利
用
す

る
LJ
と
は
で
き
な
い
が
t
はI
t
胤
の
方
法
の
よ
う
に

有
陽

浴
剤
を
使
用
し
な
い

ので
'
発
火
の
危
険
性
は

低
く
'
脂
肪
や
溶
剤
を
回
収
す
る
た
め
の
蒸
留
設
備

を
設
け
ろ
必
要
も
な
い
｡
ま
た
微
生
物
の
増
殖
に
伴

う
娘
群
熟
字

つ
ま
-
利
糊
す
れ
ば
'
ス
カ
ム
の
乾
燥

も
同
時
に
行
え
る
利
点
が
あ
る
｡

今
回
'
我
々
が
行

っ
た
試
巌
は
'
上
記
矧
の
方
法

つ
ま
り
'
微
生
物
を
利
用
し
て
の
多
脂
性
ス
カ
ム
の

処
理
に
つ
い
て
行

っ
た

が､
脂
肪
を
分
解
'
あ
る
い

は
'
利
用
す
る
力
の
強
い
微
生
物
と
し
て
は
'
こ
れ

ま
で
'
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
属
'
ペ
ニ
シ
リ
ウ
ム
属
'

-
ゾ
ブ
ス
司
な
ど
'
主
に
カ
ビ
を
中
心
に
'
い
-
つ

か
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'
こ
の
よ
う

な
特
定
の
微
生
物
だ
け
を
ス
カ
ム
に
植
え
付

け
'
繁

殖
さ
せ
ろ

(純
粋
培
養
)
に
は
'
ま
ず
'
ス
カ
ム
中

に
生
育
し
て
い
る
微
生
物
を
済
南
L
t
以
後
'
他
の

微
生
物
の
浸
入
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
｡
ま
L
''
そ
の

微
生
物
が
要
求
す
る
栄
葦
素
の
補
給
'
温
度
､
湿
度

な
ど
の
環
境
管
理
が
必
要
と
な
り
'
多
-
の
設
備
や

撞
e
tが
必
要
と
な
る
｡
こ
こ
で
は
'
で
き
る
だ
け
簡

単
な
方
法
で
処
理
を
行
う

た

め
'
ま
ず
'
手
始
に
､

ス
カ
ム
を
そ
の
ま
ま
の
状
感
で
放
置
し
た
場
合
､
そ

の
環
境
に
適
合
し
て
生
育
す
る
微
生
物
の
中
に
'
ス

カ
ム
中
の
脂
肪
を
嬢
少
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
か
を
検

討
す
る
た
め
に
'
市
内
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
玲
疎
す
り

み
工
場
よ
り
入
手
し
た
ス
カ
ム
を
用
い
て
'
モ
デ
ル

試
壕
を
行

っ
L
J
の
で
以
下
に
招
介
す
ろ
｡

入
手
し
た
ス
カ
ム
を
そ
の
ま
ま
室
内
に
放
置
し
た

と
こ
ろ
'
十
日
間
ほ
ど
で
､
さ
か
ん
に
白
色
'
毛
状

の
カ
ビ
が
生
育
し
た
｡
こ
の
カ
ビ
の
生
育
し
た
ス
カ

ム
を
低
温
で
乾
棟
し
'
粉
砕
し
た
も
の
を
ス
タ
ー
タ

I

(種
菌
)
と
し
て
使
用
し
た
｡
前
記
の
ス
カ
ム
に

ス
タ
ー
タ
ー
を
約
二
%
混
合
し
､
シ
十
-
レ
に
分
収

し
'
二
五
℃
及
び
八
℃
の
恒
温
器
中
に
野
き
'
ス
カ

ム
の
成
分
及
び
生
菌
数
の
変
化
を
測
定
し
た
｡
図

一

～

一
〇
は
､
そ
の
結
果
で
あ
ろ
｡
試
額
に
用
い
L
J
ス

カ
ム
の
生
菌
数
は
'
2.7
X
tO
zLtV
y
tス
タ
ー
タ
ー
の
生

}
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生
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収
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カ
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細
菌
と
考
え
ら
れ
る
｡

二
五
℃
に
置
い
た
も
の
で
は
'
試
験
粥
始
直
後
か

ら
急
激
に
増
加
し
､
九
日
目
に
最
高
値

4
2
x
JO
｡膚

に
遷
し
'
そ
れ
以
後
ゆ
る
や
か
に
械
少

し
た
｡
八
℃

に

Sj
い
た
も
の
は
'
約

7
週
間
'
生
歯
数
の
変
化
が

み
ら
れ
ず
'
そ
の
後
二
三
日
ま
で
'
ゆ
る
や
か
な
増

加
を
示
し
L
J｡
ま
た
'
こ
の
試
巌
の
対
照
と
し
て
'

防
旬
剤
で
あ
る
ア
ジ
化
ナ
ー
-
ウ
ム
を
唄
悪
L
t
八

i)
に
逝
い
た
も
の
は
'
試
験
期
間
中
を
通
じ
て
'
あ

ま
り
大
き
な
生
菌
数
の
変
化
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
｡

こ
の
間
'
ス
カ
ム
中
の
粗
脂
肪
の
変
化
は
'
生
歯

数
の
変
化
と
ら
よ
う
ど
逆
の
憤
向
を
示
し
､
各
試
料

と
も
'
生
菌
数
が
増
加
す
る
時
期
か
ら
､
粗
脂
肪
の

i

90
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第6図 pH の 変 化

(日)

群8回 全土兼の変化(実軸値 )
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第10回 全暮兼の要化(無水物､
無脂肪鼓井也)



●

減
少
が
み
ら
れ
た
)

二
五
℃
と
八
℃
で
は
'
粗

脂肪

の
減
少
速
度
は
'
実

る
･も
の
の
､
い
づ
れ
も
六
〇
～

八
〇
%
の
減
少
率
を
示
し
た
C
ま
た
'
防
g
E剤
を
班

用
し
､
生
菌
数
の
増
加
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で

は
､
粗
脂
肪
の
減
少
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
｡

こ
の
ほ
か
､
各
試
料
で
生
菌
数
の
増
加
に
伴
っ
て

水
溶
性
の
窒
菜
成
分
の
増
加
が
み
ら
れ
'
特
に
非
た

ん
白
態
窒
素
の
増
加
が

大き
か
っ
た
｡
こ
れ
は
'
微

生
物
の
作
用
に
よ
っ
て
ス
カ
ム
中
の
窒
素
成
分
が
低

分
子
化
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
'
こ
の
水
溶
性

窒
素
の
増
加
に
伴

っ
て
,
ス
カ
ム
の
pH
上
昇
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
'
こ
の
非
た
ん
白
儲
筆
累
に
は
'
ア

ン
モ
ニ

ア
な
ど
'
揮
発
性
塩
生
窒
素
-
多
丑
に
含
ま

れ
て
い
る
と
患
わ
れ
る
｡

一
万
㌧
水
分
や
全
窒
素
に

大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
な
い
の
は
'
試
料
を
入
れ
た

シ
ャ
-
レ
に
玉
を
し
た
こ
と
で
'
水
分
の
蒸
発
､
揮

発
性
の
重
森
成
分
の
揮
散
が
防
げ
ら
れ
た
た
め
と
患

わ
れ
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
鹿
酵
中
に
ス
カ
ム
の
成
分
は
'
微

生
物
の
作
用
に
.15
っ
て
変
化
す
る
が
'
こ
の
間
の
微

生
物
相
の
変
遷
を
み
る
と
'
試
験
開
始
時

に
は
'
カ

ビ
､
辞
母
様
の
も
の
を
含
め
､
約
五
機
類
の
コ
ロ
ニ

ー
が
窪
め
ら
れ

た
が
'
二
五
℃
'
八
℃
に
お
い
た
試

料
で
は
'
い
づ
れ
も
粗
堺
の
減
少

(生
菌
数
の
増
加
)

時
期
に
は
'
ム
コ
ー
ル
属

(
ケ
カ
ビ
属
)
と
未

同定

の
カ
ビ
様
の
も
の
の
二
種
が
ス
カ
ム
の
生
菌
数
の
大

多
数
を
占
め
て
い
た
｡

こ
こ

に
示
し
た
結
果
は
'
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
冷
凍
す

り
･(
工

場
か
ら
の
ス
カ
ム
で
'
含
ま
れ
る
脂
肪
は
'

約

二
二
%

(無
水
物
換
許
値
)
と
比
較
的
少
な
い
も

の
で
あ
る
が
､
JJ
の
微
生
物
の
増
館
に
伴

っ
て
､
脂

肪
が
減
少
す
ろ
憤

向
は
'
さ
ら
に
多
虫
の
脂
肪
を
含

む
､
マ
イ
ワ
シ
冷
疎
す
り
み
廃
水
か
ら
の
ス
カ
ム
(脂

肪
含
丑
四
二
%
)
を
試
料
と
し
て
現
在
継
統
中
の
試

穀
で
も
'
同
様
に
み
ら
れ
て
お
り
'
ス
カ
ム
に
自
然

に
生
育
す
る
微
生
物
に
･.15
っ
て
'
多
脂
性
ス
カ
ム
の

脂
肪
を
十
分
に
減
少
さ
せ
う
る
可
能
性
が
確
認
さ
れ

た
｡最

後
に
'
多
脂
性
ス
カ
ム
の
処
理

･
利
用
に
あ
た

っ
て
は
'
ま
ず
'
ス
カ
ム
中
に
多
量
に
含
ま
れ
る
脂

肪
を
分
離
'
あ
ろ
い
は
'
減
少
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
'
こ
こ
に
紹
介
し
た
'
液
々
抽
出
法

国
政
抽
出
法
'
席
鮮
法
の
い
づ
れ
の
方
法
も
'
現
在

の
と
こ
ろ
試
験
段
階
で
あ
り
､
今
後
､
現
萌
で
の
ス

カ
ム
の
性
状
'
そ
の
処
理
丑
'
ま
た
'
処
理
後
の
ス

カ
ム

(
あ
る
い
は
､
分
雌

･
回
収
さ
れ
ろ
脂
肪
)
の

利
用
目
的
に
あ
わ
せ
て
､
処
理
法
を
選
択
し
､
最
適

な
処
理
条
件
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
｡

一15-



着

任

の

ご
挨

拶

S

長

田

井

伸

雄

本
年
五
月
二
十
日
付
で

釧

路
水

試

場
長
を
命
せ
ら

れ
､
括
城
前
場
長
の
後
任
と
し
て
､
再
度
'
釧
路
水

託
に
必
着
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡
五
年
ぶ
り
で

釧
緒
へ
戻

っ
て
参
り
'
増
殖
部
長
時
代
に
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
と
再
会
し
'
な
に
か
し
ら
旅
行
か
ら
我

が
家
に
帰

っ
て
き
た
よ
う
な
安
堵
を
感
じ
て
お
り
ま

す
｡釧

緒
を
焦
れ
て
い
た
五
年
の
間
に
'
国
内
経
済
や

本
道
の
水
産
業
を
取
り
巻
く
緒
情
勢
も
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
ま
し
た
が
'
国
際
漁
業
規
制
の
強
化
'
水

産
物
Y
Z要
の
停
滞
'
高
水
準
の
漁
薬
用
燃
油
価
格
等

々
'
そ
の
厳
し
さ
は
依
然
と
挽
い
て
お
り
ま
す
.
こ

の
よ
う
な
戚
し
い
情
勢
の
な
か
で
､
こ
れ
か
ら
の

漁

業
は
す
で
に
多
-
の
人
が
提
塩
し
て
い
る
よ
う
に
､

｢資
源
管
理
型
漁
薬
｣
へ
と
再
編
並
備
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
L
L
)｡

｢
史
源
管
理
iaI漁
集
｣

と
は
生
物
学
的
に
も
経
済
的
に
も
億
も
好
ま
し
い
状

並
で
安
寿
を
利
用
し
よ
う
と
い
う
の
が
基
本
理
念
に

な
っ
て
い
ろ
と
思
い
ま
す
｡
そ
の
た
め
に
は
'
安
泰

に
対
す
る
過
当
裁
争
体
質
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
｡
･J
れ
は
個
別
経
営
そ
れ
自
体
の
間
組
で

は
な
く
'
そ
れ
ぞ
れ
の
史
軒
に
関
わ
ろ
漁
薬
経
営
総●

● 体
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
｡
法
律
や
規
制
に
よ
っ
て

外
部
か
ら
い
か
に
漁
業
規
制
を
強
め
て
も
､
実
際
に

は
'
安
原
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な

い
で
し
▲
う
か
｡
外
部
か
ら
の
規
制
よ
り
も
'
漁
薬

者
集
団
の
自
主
的
な
ま
と
ま
り
と
､
そ
の
内
部
的
な

合
意
形
成
の
力
士
が

｢資
源
管
理
型
漁
業
｣
の
中
核

を
な
す
も
の
と
思
い
ま
す
｡

一
方
'
二
〇
〇
海
里
体
制
に
よ
り
漁
場
が
狭
隆
化

し
た
現
在
'
本
道
周
Fg
海
域
に
お
け
ろ
水
産
資
源
の

増
大
を
図
る
た
め
､

｢
栽
培
漁
業
｣
を
坂
邦
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡

｢
栽
培
漁
薬
｣
を
大
き
-
飛

坪
さ
せ
る
に
は
'
単

l
の
種
類
の
増
産
で
は
な
-
'

地
域
漁
菜
に
と
っ
て
望
ま
し
い
有
用
唖
の
銀
つ
か
を

組
み
合
せ
､
海
域
全
体
と
し
て
の
生
産
性
の
増
大
を

図
る
べ
き
で
し
ょ
う
｡
栽
培
漁
業
の
担
い
手
は
漁
業

者
自
身
で
す
｡
自
ら
唖
を
ま
き
'
管
理
し
'
そ
し
て

実
り
を
刈
り
と
る
べ
き
で
す
｡

こ
れ
か
ら
の
漁
菜
者
は

｢
考
え
る
漁
菜
者
｣
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
O
そ
し
て
'
我
々
試
験
研
究
に

的
わ
る
者
は
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
'
各
時
代
に

対
応
し
た
効
率
的
な
試
験
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
肝
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡
私
-
微
力
な
が
ら

､

道
東
の
水
産
業
発
里
の
た
め
努
力
を
韮
ね
ろ
つ
も
り

で
お
り
ま
す
の
で
'
以
前
に
賜
わ
り
ま
し
た
御
厚
情

に
も
ま
し
て
'

1
層
の
御
指
導
'
御
鞭
錘
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
'
着
任
の
御
挨

拶
と
致
し
ま
す
｡

総
務

課長村
田

明

美
し
い
坂
道
と
夜
景

の街
'南
野
か
ら
深
緑
の
松

並
木
の
あ
る
国
道
五
号
線
を
後
に
し
て
'
8
6
と
ロ
マ

ン
の
街
釧
路
に
参
り
ま
し
た
｡

想
え
ば
二
二
年
函
館
水
託
を
振
出
に
渡
島
支
庁
水

産
課
､
会
計
課
'
そ
し
て
後
志
支
庁
会
計
課
'
函
館

水
託
と
多
岐
-こ
わ
た
る
職
瞳
を
推
嫉
い
た
し
ま
L
L
J

が
そ
の
間
良
き
先
難
'
同
僚
に
恋
ぐ
ま
れ
'
私
な
り

に
た
の
し
-
過
ご
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
｡

転
勤
の
あ
わ
た
だ
し
さ
も
'
何
時
し
か
落
付
き
当

地
を
見
渡
す
こ
と
が
出
来
ろ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡

ス
バ
ラ
シ
イ
軟

空
と
夕
日
の
美
し
き
に
日
争
う
は
わ

れ
､
更
に
は
全
国

l
の
漁
獲
水
場
圭
と
そ
の
処
理
能

力
'
そ
れ
に
柵
薬
関
係
者
の
活
気
あ
ふ
れ
た
活
動
'

正
に
独
英
基
地
の
力
価
を
発
揮
し
て
い
る
釧
路
で
あ

り
'
そ
の
中
に
あ
っ
て
の
水
産
試
験
場
の
役
割
も
又

韮
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
渡
し
'
そ
の

l
員
と
し
て

俊
平
に
最
善
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
L)ぎ
い
ま
す

の
で
今
後
共
な
お

一
層
の
ご
指
W
JJ
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
節
い
申
し
上
げ
併
せ
て
着
任
の
こ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
｡

6
.0.

･
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●

漁
業
資
源
部
漁
業
科
長

近

藤

平

八

余
市

(中
央
水
試
)
'
稚
内
に
そ
れ
ぞ
れ

1
0
年

以
上
お
世
話
に
な
り
'
八
月
末
釧
路
水
託
に
赴

任
し

て
ま
い
り
ま
し
た
｡

釧
路
に
き
て
ま
ず
紫
か
さ
れ
た
JJ
と
は
｢
.#
天
候

(涙
雨
)
'
態
道
路

(公
宅
付
近
の

)
そ
れ
に
串
の

渋
滞
で
し
た
C
天
候
の
万
は
季
節
的
か
つ
年
差
も
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
が
'
後
二
者
と
は
し
ば
ら
-
の
間

つ
き
合
う
こ
と
に
な
る
と
覚
悟
を
決
め
た
次
第
で
あ

り
ま
す
｡

一
方
'
良
い
点
と
感
じ
た
こ
と
は
マ
イ
ワ
シ
や
サ

ン
マ
の
標
本
が
､
日
本
海
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
か
っ

て
の
ニ
シ
ン
や
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
よ
う
に
無
料
で
入

手
で
き
る
こ
と
で
し
た
｡
こ
れ
は
､
も
ら
ろ
ん
今
ま

で
の
水
試
の

努
力
の
結
果
で
し
ょ
う
か
ら
大
い
に
敬

意
を
覚
え
て
い
ろ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
｡

こ
れ
か
ら
は
､
少
く
と
も

マ
イ
ワ
シ
や
サ
ン
マ
に

つ
い

て
当
場
が
漁
況
予
測
や
氏
源
保
源
の
た
め
の
研

究
の
進
展
に

l
役
琴
っ
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
だ

が
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

総
務
課
庶
務
係
長

山

崎

武

九
月

1
六
日
付
け
で
道

水
産
部
漁
業
調
整
課

よ
り

釧
路
水
試
総
務
課
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
希
望
と
不
安
が

入
り
ま
じ
っ
た
複
雑
な
気
持
で
着
任
致
し
ま
し
た
｡

S
?任
以
来
､
早

一
ケ
月
半
を
経
過
し
ま
し
た
が
'

全
国
で
も

1
㌧
二
位
を
頬
う
漁
業
基
地
釧
路
と
き
い

て
い
ま
し
た
と
お
り
､
イ
ワ
シ
'
サ
ン
マ
を
大
型
ト

ラ
ッ
ク
に
多
免
に
つ
み
非
常
に
活
気
に
あ
ふ
れ
､
漁

獲
規

模
の
大
き
さ
に
駕
ろ
い
て
お
り
ま
す
｡

さ
ら
に
'
試
験
研
究
機
関
の
方
々
が
鮒t
民
と

一
体

と
な
-
'
漁
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ろ
様
子
を
み

心
を
あ
ら
た
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
.

私
も
早
く
道
東
の
気
侯
風
土
に
慣
れ
'
任
務
に
桁

一
杯
の
努
力
を
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
'
何

分
よ
ろ
し
-
ご
指
導
'
ご
糖
種
の
ほ
ど
'
IL6ろ
し
-

お
臓
い
致
し
ま
す
｡

総
務
課
主
事

中

村

淳

朝
夕
の
冷
え
込
み
が

一
段
と
厳
し
-
な
り
つ
つ
あ

る
'
こ
の
釧
路
に
新
任
し
て
か
ら
'
す
で
に

t
カ
月

が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
｡

今
年
の
四
月
に
道
巾
員
に
な
れ
た
郡
を
手
ば
な
し

に
喜
び
'
た
だ
無
我
夢
中
で
番
類
と
の
敬
争
に
何
の

疑
問
も
抱
か
ず
に
仕
串
を
し
て
い
た
頃
か
ら
､
こ
こ

釧
路
水
産
試
巌
場

へ
の
転
勤
を
は
さ
み
半
年
以
上

が

過
ぎ
'
ふ
と
考
え
直
し
て
み
る
と
'
こ
の
ま
ま
で
は

い
け
な
い
'
今
ま
で
何
を
し
て
き
た
の
か
､
と
言
う

不
安
と
あ
せ
り
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
O

在
学
中
に
得
た
知
ね
が
い
か
に
役
立
た
な
い
か
を
体

で
感
じ
'
こ
れ
か
ら
の
長
い
社
会
人
と
し
て
の
生
活

の
た
め
に
本

当
に
役
に
立
つ
知
恵
'
知
識
を
皆
様
と

f共
に
仕
串
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
'
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
-
中
山
ら
得
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
'
よ
り

一
層
の
御
指
串
'
お
し
か
り
を
く
だ
さ
る

様
よ
ろ
し
-
お
願
い
致
し
ま
す
｡

漁
業
科
研
究
職
員

今

井

義

弘

今
年
の
四
月
'
釧
緒
水
式
に
赴
任
し
て
か
ら
既
に

七
ケ
月
が
過
ぎ
ま
L
L
J｡
振
り
返
る
と
'
こ
の
七
ケ

月
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
気
が
し
て

い
ま
す
｡

勤
務
地
が
釧
緒
だ
と
知
ら
さ
れ
た
時
'
放
初
'
頭

に
浮
ん
だ
の
が
日
本

1
の
水
傾
げ
港
｡
そ
し
て
'
塀

が
多
-
夏
で
も
あ
ま
-
太
陽
が
見
ら
れ
な
い
街
と
い

う
串
で
し
た
｡
不
安
と
期
待
が
錯
綜
し
複
雑
な
気
特

で
着
任
し
ま
し
た
｡
ひ
と
月
も
立
た
な
い
円
に
サ
ケ

マ
ス
調
査
の
た
め
'
四
二
日
間
の
北
洋
航
海
｡
部
内

の
諸
先
輩
か
ら
丁
寧
な
指
導
を
し
て
頂
い
た
御
陰
で

無
串
に
航
海
も
終
え
る
こ
と
が
で
き
､
今
で
は
抱
い

て
き
た
不
安
も
無
-
な
り
､
水
試
の

1
研
究
員
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
｡

仕
63･に
は
新
し
い
邸
を
学
ぶ
た
め
の

l
O
年
'
実

行
に
移
す
た
め
の

一
〇
年
'
そ
し
て
完
成
す
る
た
め

の

一
〇
年
の
区
切
り

が
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
｡

1
年
も
立
た
な
い
今
'
仕
事
の
流
れ
が
分
か
ら
ず
戸

惑
う
点
も
か
な
り
あ
り
ま
す
が
､
新
し
い
郡
を
吸
収

し
'
自
分
の
仕
事
が
水
産
全
体
の
中
で
ど
う
位
恕
付

け
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
な
が
ら
'
漁
業
に
役
立
つ



研
究
を
し
て
い
-
つ
も
り
で
す
｡
御
指
事
と
御
糖
種

よ
ろ
し
-
お
揮
い
申
し
あ
げ
ま
す
>

北
辰
九

三
等
株
関
士

白

山

一

碓

昭
和
四
九
年
に
推
円
水
託
北
洋
丸
機
関
部
に
勤
務

を
命
ぜ
ら
れ
'
船
員
と
し
て
の
第

1
歩
を
あ
ゆ
み
だ

し
ま
L
L
J｡
今
年
四
月
に
釧
路
水
筑
北
辰
丸
へ
転
務

を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
｡
推
円
を
は
な
れ
る
に
つ
い
て

は
私
生
活
で
も
仕
事
の
う
え
で
も
初
め
て
の
こ
と
で
､

不
安
と
希
望
を
背
お
い
な
が
ら
t
Cの
衝
釧
指
へ
来
ま

L
L
'｡
で
も

l
航
海
二
航
海
と
回
を
重
ね
る
ご
と
に

船
の
人
達
や
謁
査
員
の
方
々
と
も
う
ち
と
け
合
い
'

楽
し
い
船
内
生
活
が
で
き
て
首
し
く
患
い
ま
す
｡
北

辰
丸
に
乗
船
し
て
生
き
て
い
る
サ
ケ

･
マ
ス
を
自
分

の
手
で
さ
わ
る
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
こ
と
だ

っ

た
の
で
感
激
で
し
た
｡
サ
ケ

･
マ
ス
の
流
網
は
初
め

て
の
仕
事
で
す
｡
こ
れ
か
ら
-
学
ぶ
甲
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
｡

皆
様
に
は
何
分
よ
ろ
し
-
ご
摘

草
ご
鞍
漣
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
｡

北
辰
丸

甲
板

員

5

4

8
1

*

四
月
に
釧
韓
水
封
に
転
勤
を
命
ぜ
ら
れ
早
や
半
年

が
過
ぎ
ま
し
た
｡
推
内
水
試
の
北
洋
丸
に
乗
船
し
た

四
年
半
､
こ
ん
な

に
早
-
転
勤
す
る
と
は
思

っ
て
も

●

● い
な
か

っ
た
の
で
戸
惑
い
と
憧
れ
を
抱
き
な
が
ら
釧

路
に
や
っ
て
莱
ま
し
た
｡
着
任
早
々
北
辰
九
に
乗
船

L
t
北
太
平
洋
へ
出
航
し
ま
し
た
｡
何
分
サ
ケ
･
マ

ス
流
し
網
と
云
う
仕
串
は
見
る
の
も
経
験
す
る
の
も

全
-
初
め
て
の
こ
と
で
'
お
ろ
お
ろ
す
る
ば
か
り
で

し
た
｡
で
も
船
長
を
は
じ
め
乗
組
員
の
皆
様
の
指
導

に
よ
り
何
と
か
'
ま
.粥
川
HJq
d
H岬
引
山川H一群
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
｡
今
ま
で
日
本
海
と
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
で
仕
串
を
し
て
き
ま
し
た
が
'
全
く
未
知
の
太
平

洋
で
'
ま
し
て
長
期
航
海
と
云
う
新
し
い
嫉
廉
を
誠

ね
ま
し
た
｡
早
-
釧
鞄
の
気
侯
に
も
慣
れ
'
水
試
職

員
の
皆
様
と
も

一
体
と
な

っ
て
'
こ
れ
か
ら
の
見
原

調
査
の
た
め
に
協
力
し
､
今
ま
で
以
上
に
男
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
､
よ
ろ
し
-
ど

指
準
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
｡

定
年
退
職
の
ご
挨
拶

前
場
長

結

城

了

伍

針
箱
水
試
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
の
は
五
四
年
六

月
始
め
で
し
た
か
ら
'
離
軌
す
る
ま
で
の
四
年
間
'

皆
々
様
に
は
ひ
と
か
た
な
ら
ず
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
｡
誌
上
を
貸
り
て
､
表
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
｡

日
本
を
代
讃
す
る
近
来
漁
場
で
の
生
産
活
動
の
実

感
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
'
得
が
た
い
勉

強
と
な
り
感
謝
し
て
い
る
次
第

で
す
｡
ま
た
'
結
氷

海
域
で
の
増
糞
雅
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
と
努
力
'

太
平
洋
海
域
で
の
荒
波
に
,も
め
げ
ず
'
浅
海
漁
場
の

造
成
に
t
L
Jゆ
ま
ね
努
力
を
傾
注
し
て
い
る
実
態
に

接
し
'
敬
服
す
る
と
と
も
に
､
着
々
と
そ
の
成
果
が

あ
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
'
誠
に
慶
安
の
棲
み
で
す
｡

一
方
へ
こ
の
豊
か
な
水
産
資
源
を
､
高
度
に
利
用
し

て
の
水
産
加
工

へ
の
取
り
組
み
､
新
穀
晶
開
発

へ
の

熱
意
等
々
感
服
L
L
J次
第
で
す
.
こ
の
よ
う
な
生
産

者
の
姿
勢
は
'
水
成
職
員
の
試
額
研
究

へ
の
収
り
組

み
に
'
こ
よ
な
Jt'活
力
源
と
も
な
る
も
の
で
す
.
令

後
と
も
合

理
的
な
生
産
性
の
向
上

へ
の
追
求
を
生
産

者
'
試
験
研
究
機
関
'
行
政
の
三
身
が

一
体
と
な

っ

て
'
強
力
に
推
進
さ
れ
ろ
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お

り
ま
す
｡

北
大
水
産
学
部
と
道
立
水
式
と
で
'
通

弊三1年

間
の
在
道
生
活
で
し
た
の
で
､
北
海
道
を

去りが
に

一



●

い
想
い
は
や
ま
や
ま
で
し
た
が
､
雌
技
研
工
商

から

ら
の
招
碑
を
受
け
'
津
軽
海
峡
を
渡

っ
た
次
窮
で
す
｡

当
社
は
栽
培
漁
業
関
連
の
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
で
'

特
に
'
海
水
炉
過
器
を
始
め
'
水
処
理
技
術
に
優
れ

て
お
り
ま
す
｡
東
北
地
方
の
栽
培
セ
ン
タ
ー
の
ほ
と

ん
ど
の
設
備
は
'
当
社
の
手
に
よ
る
も

の
で
す
｡
最

近
は
海
外
か
ら
の
引
合
い
も
多
く
'
チ
リ
I
.
中
国

台
湾
､
ソ
迎
邦
と
仕
郡
が
重
な
り
'
正
月
返
上
で
対

応
し
て
い
る
状
況
で
す
｡
こ
の
た
び
･J,
モ
ス
ク
ワ
か

ら
帰
国
し
た
ば
か
り
で
す
が

､
年
明
け
早
々
に
も
再

度
モ
ス
ク
ワ
行
き
で
す
｡
北
洋
さ
け

･
ま
す
独
英
の

漁
業
協
力
金
で
'
従
来
は
サ
ケ
の
ふ
化
幼
稚
殻
に
韮

点
を
置
い
て
お
り
ま
し
た
が
'
今
回
は
海
洋
栽
培
セ

ン
タ
-
建
設
を
計
画
し
て
お
り
'
ナ
マ
コ
'
カ
キ
､

ホ
タ
テ
ガ
イ
'
タ
ラ
バ
ガ
ニ
､
コ
ン
プ
'
オ
ゴ
ノ
リ

な
ど
の
種
苗
生
産
の
技
術
開
発
に
取
り
組
む
･L6う
で

す
｡こ

の
よ
う
な
次
第
で
'
現
役
時
代
の
経
験
や
蓄
積

さ
れ
た
知
既
が
'
百
パ
ー
セ
ン
ト
生
せ
る
職
場
に
籍

を
置
き
ま
し
た
の
で
'
今
後
と
も
沿
岸
独
英
の
振
興

I
.
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
'
よ
ろ
し
-
お
細
い

い
た
し
ま
す
｡T

e

･,･.脚

.,
I:i

転

任

の
ご

挨

拶

網
走
水
試
漁
菜
資
源
部
長

小

林

喬

こ
と
し
六
月
'
網
走
水

試
に
転
勤
し
て
き
ま
し
た
｡

釧
路
水
試
に
は
漁
業
科
長
と
し
て
'
昭
和
e
]六
年
九

月
か
ら

1
1
年
八
カ
月
つ
と
め
ま
し
た
｡
そ
の
間
'

王
と
し
て
サ
ン
マ
を
対
象
に
'
浮
魚
類
の
漁
場
調
査

や
資
源
調
査
研
究
を
行
な

っ
て
き
ま
し
た
｡

毎
年
'
三
～
四
月
に
入
る
と
サ
ケ

･
マ
ス
へ
六
月

以
降
に
な
る

と
マ
イ
ワ
シ
･
マ
サ
バ
や
イ
カ
類
と
サ

ン
マ
等
の
漁
況
の
見
通
し
に
つ
い
て
､
地
元
は
も
ら

ろ
ん
の
こ
と
道
内
や
本
州
各
地
の
漁
業
者
並
び
に
閑

迎
産
農
か
ら
､
侮
日
の
よ
う
に
屯
話
で
の
問
い
合
せ

と
'
来
客
が
あ
り
ま
L
L
J｡
少
な
い
漁
薬
科
貝
の
体

制
で
､
総
力
を
あ
げ
て
応
対
し
て
い
た
こ
と
が
'
思

い
出
と
し
て

1
番
心
に
残
-
ま
す
｡
こ
れ

こ
そ
調
査

研
究
と
生
産
活
動
が
切
り
離
れ
る
も
の
で
な
-
'

1

体
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
収
-
組
ん
だ
LJ
と
が
'
研

究
者
と
し
て
の
自
覚
'
研
究
課
超
の
設
定
に
大
き
な

力
に
な

っ
た
こ
と
を
'
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
｡

私
は
'
サ
ン
マ
の
漁
況
活
動
に
関
し
て
三
〇
数
年

間
'
調
査
研
究
を
続
け
て
き
た
こ
と
か
ら
､
そ
れ
を

漁
英
生
産
向
上
に
す
こ
し
で
も
役
立
て
る
た
め
､
釧

路
に
お
い
て
整
理
し
体
系
的
に
と
り
ま
と
め
よ
う
と

努
力
し
ま
し
た
が
'
力
お
よ
は
ず
'
実
現
出
釆
な
か

っ
た
こ
と
を
深
-
反
省
し
て
お
り
ま
す
｡

f
.I.I

''.

.
.;;
:::
j
'

道
東
沖
で
は
､
間
も
な
く
マ
イ
ワ
シ
や
サ
ン
マ
は

終
漁
を
迎
え
る
が
'
漁
況
予
想
と
実
況
は
ど
の
よ
う

に
な

っ
た
の
か
へ
当
地
で
も
気
に
か
け
て
お
り
ま
す
o

こ
れ
か
ら
は
'
今
ま
で
に
多
-
の
人
に
倭
し
て
教
え

ら

れ
た
こ
と
'
道
東
の
現
場
で
の
公
正
な
体
験
な
ど

を
'
仕
串

の
中
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
｡

釧
枯
水
試
の
皆
様
'
漁
共
著
'
漁
業
幽
係
者
の
御

多
幸
と
御
発
展
を
願
い
ま
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
｡

空
知
支
庁
農
務
詐
主
査

大

谷

昌

弘

空
知
支
庁
に
赴
任
し
て
か
ら
ま
だ
二
カ
月
余
り
で

す
が
'
当
管
内
は
米
作
地
鱒
で
内
水
面
漁
菜
が
主
で

あ
り
'
漁
纏
丑
日
本

1
を
誇
る
釧
路
と
は
ま
る
で
違

っ
た
感
じ
が
し
て
お
-
ま
す
｡

釧
路
水
試
に
は
約
三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

が
'
私
が
赴
任
し
た
昭
和
五
十
五
年
十

1
月
に
道
東

研
究
会
主
催
の
会
議
が
あ
り
'
こ
の
会
議
に
は
'
漁

業
者
'
漁
協
'
市
町
村
'
水
産
技
術
普
及
指
導
所
'

支
庁
水
産
課
等
多
数
の
方
々
が
出
席
し
､
釧
路
水
試

に
対
す
る
要
望
や
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
､
試
験
研



究
横
関
と
し
て
釧
路
水
試
の
占
め
る
役
割
を
大
い
に

痛
感
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
お
り
ま
す
｡

こ
の
度

の
入
野
異
動
に
よ
り
校
務
を
共
に
致
し
ま

L

L
'
が
'
釧
鞄
水
式
で
の
貴
重
な
経
額
を
基
に
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
､
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
取
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
.

水
誌
の
皆
様
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
る
こ
と
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
'
今
後
と
も

一
層
の
こ

指
事
ご
鞭
漣
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
'
皆
々
様
の
ご
練
成
と

別
格
水
式
の
益
々
の
U
発
展
を
祈
念
致
し

ま
し
て
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
｡

栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ
ー
会
計
係
長

川

又

瀧

二

通
南
に
来
て
早
-
も

F
ヶ
月
半
､
九
月
二
へ
日
付

で
鹿
部
の
栽
培
漁
菜
総
合
セ
ン
タ
ー
に
転
出
し
ま
し

た
｡昭

和
五
二
年
'
道
に
採
用
さ
れ
､
緑
あ

っ
て
か
釧

路
水
試
勤
務
を
命
せ
ら
れ
ま
し
た
｡
そ
れ
ま
で
は
水

産
玉
串
5'
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
状
態
だ

っ
た
の
で

そ
こ
が

一
休
何
を
す
る
所
な
の
か
も
知
ら
な
い
ま
ま

に
釧

路
に
赴
任
し
た
も
の
で
し
た
｡

仕
事
は
'
総
務
課
に
配
属
さ
れ
'
会
計
係
に
五
年

三
ケ
月
'
そ
の
後
庶
務
係
に

1
年
二
ケ
月
勤
務
し
て

釆
た
わ
け
で
す
が
'
こ
の
間
'
す
は
ら
し
い
先
輩
や

同
牧
と
出
合
い
'
多
-
の
牢
を
学
び
'
公
私
共
に
大●

● 変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
｡
特
に
､
事
務
的
な
仕
事

は
も
と
.･6り
試
験
研
究
の
韮
蛮
性
と
管
理
部
門
と
の

的
わ
り
を
学
ん
だ
こ
と
は
'
私
が
今
後
仕
市
を
行
な

っ
て
い
く
上
で
何
に
･d
替
え
る
E3･の
で
き
な
い
財
産

で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
｡

釧
路
水
式
で
学
ん
だ
こ
れ
ら
多
-
の
串
を
基
礎
に

し
て
'
こ
れ
か
ら
の
仕
串
の
中
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
'
変
ら
ぬ
ご
指
導
'
LJ

積
極
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
｡

兼
帯
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
'
皆
様
の
L
J触
店
と
釧

路
水
式
の
益

々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
｡

釧
路
水
杖
だ
よ
り

第
51
号

発

行
年
月
日

昭
和
五
･L
八
年
十
二
月
二
十
七
日

3

集

委

月

林
酒

長
浦
和
也

･
高
九
絶
好

山
崎

武
･
打
保

洋

以上
の職員の
ほ
か
'
次
の
二
名
が

転出しま

し
た
｡高

橋

武

二

(
鮭
内
水
試
北
洋
丸
)

佐

田

正

英

(
推
内
水
試
北
洋
丸
)

発

行

人

田

津

伸

せ

発

行

所

釧
路
応
浜
町
二
の
六

北
海
道
立
釧
持
水
産
止
漁
場

唯
諮

0
1語
-
11千
人
111H

印

刷

所

釧
路
校
合

印
刷
株
式

全

杜

20
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